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【戦略マップ】

従業員等の男女比率 【事務所勤務】1:1.04 【建物勤務】1:0.53

従業員等の平均年齢 【事務所勤務】42.1歳 【建物勤務】62.5歳

拠点 本社:東京都(港区)、ほか39事務所

人的健康資源

健康投資
健康関連の最終的な目標指標

従業員等の意識変容・行動変
容に関する指標

健康投資施策の取組状況に関
する指標

健康投資効果
健康経営で解決したい経営課

題

健康管理システムの導
入

ヘルスリテラシーの向上

健康管理体制の強化

様々な効果に関連する
健康投資（＊）

健康セミナー参加者UP

労災件数・怪我による
休職の削減

各施策への参加率UP

両立支援の考え方が浸
透

定期健診受診率実質
100%

e-ラーニング(セルフケア・
ラインケア)の受講率UP

卒煙成功者数UP
卒煙支援:禁煙外来費

用補助

事務所ごとの推進担当
者(健活アンバサダー)の

選任

健康セミナーの実施

治療と就労の両立支援

建物勤務者向け
運動プログラム開発

メンタルヘルス対策

定期健診の実施 定期健診・二次検
査受診率100%に
よる病気の早期発

見・予防

健康管理システム
大和ライフネクスト
健康宣言

健康経営に対する経営層
のコミットメント

健活アンバサダー

環境健康資源

組織風土

健康資源

残業削減・生産性UP・医療費削減、
社員がイキイキと働くことができることによる新たなアイディアや価値の創出

企業価値

シニア層も健康でイキイキと長く活躍できる

社会的価値

休職者の減少による
生産性UP(アプセン
ティーイズム)

健康セミナー参加率 e-ラーニング受検率 定期健診受診率

アブセンティーイズムの低減

ヘルスリテラシーの向上

運動習慣のある社員の
割合の増加

各事務所での健康経営
風土の高まり

離職率、休職率の低下

メンタル不調者・休職者
数の低下

喫煙率低下

組織・個人のリテラ
シー向上による生産
性UP(プレゼンティー

イズム)

労災件数 二次検診受診率 喫煙率 運動習慣者率 事務所の取組み自走

プレゼンティーイズムの低減 メンタル不調者の早期対応卒煙チャレンジ参加率 シニア層の健康保持・増進 生活習慣改善

（＊）基本的に「健康投資」と「健康投資施策の取組状況に関する指標」は1対1で対応する。しかし、中には複数の
「健康投資施策の取組状況に関する指標」に対応する「健康投資」も存在するため、そのような「健康投資」を「様々な効
果に関連する健康投資」とする。

健康の底上げ(健康
の保持・増進)、

離職者・休職者の減
少、生産性UP
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